
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年７月１日みそらこども園  文責：山中宏海 

 新型コロナウイルスの影響で自宅待機等のご協力ありがとうございま

した。子ども達はみそら Niceday に向けて親子競技をやってみたり、つ

き組は放送係や道具係など、自分の役割を確認する中で、みそら Niceday

を心待ちにしている様子が見られます。園庭でも、「よーいどん！する

よ！」とお友達に声をかけて、かけっこの練習をしている姿も見られ、「私

も！僕も！」とお友達の姿からも刺激を受けているようです。 

日 曜 今月の行事予定 

1 金  

2 土  

3 日  

4 月  

5 火  

6 水  

7 木 体操教室・七夕 

8 金  

9 土  

10 日  

11 月  

12 火 英会話 

13 水 おやこカフェ 

14 木 
スイミング（つき）・小袋先生相談日 

保育参観（ひよこ） 

15 金 体操教室（7/21 分） 

16 土  

17 日  

18 月 海の日 

19 火  

20 水 井上先生 木育ワーク 

21 木 井上先生 木育ワーク 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月  

26 火 英会話・みそ作り（つき） 

27 水  

28 木 スイミング（ほし） 

29 金 HLD 

30 土 なかよし会 

31 日  

●教育・保育理念「幸福な社会人となる基礎を築く」 

●今月の教育・保育目標 

・水、土の感触を楽しみ泥や砂の変化や違いに気づき遊びを広げていく。 

・保育教諭や友達に興味を持ち、積極的に関わりたのしむ。 

★８月の行事予定★ 

１０日（水） 保育参観（はと組） 

１２日（金） ふれあい盆踊り ※園児のみで行います 

＜全園児＞ 

●持ち物にはすべて名前を書きましょう。お下がりのものも、確

認をお願いします。 

●体操服や園の帽子などの紛失が増えています。園も気を付けて

まいりますが、紛失物があった際には、玄関に掲示しますので、

ご自宅で確認をお願いします。 

●気温が上がり、菌が増殖しやすい季節です。定期的に水筒や食

事エプロンをハイターで消毒してください。 

＜３・４・５歳児＞ 

●感染症対策のため室内ではマスクを着用します。汚れたりなく

したりする場合がありますので、鞄の中に予備のマスクを入れて

おいてください。園のマスクを使った場合は、10 円集金させて

いただきます。 

＜０．１．2 歳児＞ 

●園舎に立ち入りできる時は、ロッカーの整理とエコバックを指

定の場所にかけてください。 

★７月の職員研修★ 

５日（火）保育環境セミナー（リモート）絵梨奈・百華 

１２，２７－２８日 新任保育教諭研修 風花・和叶 

１５日（金）民保救急法 

２６日（火）ミマモリングセミナー 

２６日（火）支援の連携研修 園長 

２８－２９日 県保連園長研修 

 今年度もクラスごとに、保育参観を開催します。子どもたちの普段の様子を、

スライドショーにまとめておりますので、９時に一緒に登園したのち、ホールで

スライドショーを見ていただきたいと思います。なかなか園舎内に立ち入りでき

ない状況が続いておりますので、普段の様子も紹介できればと思います。その後

は、園庭やお部屋で子どもたちと一緒に遊んでください。“できるようになった

よ！”“お父さん・お母さんに見てほしい！”“一緒にやりたい！”がたくさんあ

ると思います。少ない時間ではありますが、楽しんでいってください。 

【 保育参観の予定 】 

つき組  ９月１日（木）    ほし組  １０月６日（木） 

 はと組  ８月１０日（水）   もも組  １１月１０日（木） 

すみれ組 １２月８日（木）   ひよこ組 ７月１４日（木） 

※予定ですので変更になる場合があります。 

 

～ 保育参観のお約束 ～ 

○高いところに登ろうとしているときは、手伝わない 

高いところは自力で登ることで危機管理能力が培われます。子ども達は 1歩 1歩感覚を確

かめながら登っています。「あれに登りたい！登らせて！」とお願いしてくることもあるかも

しれませんが、大人が登らせてあげたり、手伝ったりすると、自分の能力以上の場所にいる

ことになるので、ケガにつながる場合があります。子ども達とも「チャレンジしているとき

には、手伝わない」ことを約束しているので、ご協力をお願いします。 

○集中力を途切れさせない。途中でやめることも大切 

子ども達は自然にしていると、自分のできること、出来ないことを正しく判断していま

す。しかし、大好きなお父さん、お母さんに「見せたい！」と張り切ると、いつもは登らな

い高所に登ったり、飛び降りようとしたり、大人の声に反応して遊具から手を放してしまっ

たり、無理な行動をしてしまうことが考えられます。挑戦している間は、そっと見守り、集

中できる環境をつくってあげてください。「やりたい！登りたい！」の気持ちをおさえて、

「（危ないから、怖いから）やめる」の決断ができるのはすごいことです。子ども達の「やっ

ぱりやめた！」もいろんな葛藤があるかもしれません。 

７月の園だより 


